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はじめに 

 

 

 環境省自然環境局生物多様性センターは、全国的な観点からわが国における自然環境

の現況及び改変状況を把握し、自然環境保全の施策を推進するための基礎資料を整備す

ることを目的とし、「自然環境保全基礎調査」を実施している。調査範囲は陸域、陸水

域、海域を含む国土全体を対象としている。 

 「自然環境保全基礎調査」は、環境庁（当時）が昭和 48(1973)年より自然環境保全

法に基づき行っているものであり、今回で６回を数える。一方、近年の生物多様性の重

要性に対する認識の高まりにあわせ、平成６(1994)年度より「生物多様性調査」が新た

な枠組みとして開始された。 

 本調査は、「生物多様性調査」の一環である「種の多様性調査」という位置づけで実

施され、国内の生物多様性保全施策の基礎となる資料を得ることを目的とし、環境省か

らの委託を受け、奈良県が実施したものである。 

 本報告書は平成 15(2003)年度に行われた「種の多様性調査（奈良県）」についての

調査結果をとりまとめたものである。なお、本報告書において、環境省レッドデータブ

ックに記載のある種の詳細な位置データについては非公開とした。 

 

環境省自然環境局   

生物多様性センター
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第１部 調査方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
１．調査目的 

コウモリ類は日本産哺乳類の中で，もっとも種数が多いグループであるにもかかわらず，

研究のもっとも遅れているグループでもある．その理由として，人目につきにくい，研究

に困難がともなう，研究に危険がともなうなどいろいろあるが，いずれにしても日本では

研究者の数が非常に少なく，コウモリ類に興味を示し，何か資料を集めようというナチュ

ラリストも稀である．したがって，各県レベル，各市町村単位，各地域における動物（コ

ウモリ）相の研究が非常に遅れ，この地域にどんなコウモリがいるかさえ，判明している

地域がごくわずかである． 
最近になり，多くの県レベルでのレッドデータブックが発刊されてきた．しかし，コウ

モリ類に関してみると，その内容は不十分であるといわざるをえない状況である．もっと

も，国のレッドデータブックについても，そのような傾向は見られるが，少ない情報で RDB
ランクの検討をしなければならない県レベルよりは，日本全体をとらえるので情報量はや

や多く，各県レベルよりはレッドデータブックのために検討した内容はやや良いようであ

る．いずれにしても，レッドデータブックを作成するための情報量はどこにおいても，十

分とはいえず，むしろわずかな情報量でレッドデータブックを作成せざるをえない状況な

のが実情である． 
そのような状況にもかかわらず，コウモリ類の生息をとりまく自然環境は悪化の一途を

たどっており，コウモリ保護の観点からの早急な対策が望まれるという緊急課題も持ちあ

わせている． 
奈良県においても例外ではなく，後述するように，かつては生息が確認されていた洞窟

や森林にコウモリの姿がみられないことが多い．したがって，これまで非常に不十分であ

った奈良県に生息するコウモリ相をまず明らかにすること，ついで，その個体群は洞窟な

ど自然環境をどのように利用しているかを明らかにすること，そして，コウモリ類の保護

対策を考えるための基礎資料を得ることを目的とした． 
 
 

２．調査内容 
コウモリ相に関する情報を得るため，既存文献調査，聞き取り調査，現地調査を行った．

具体的には，既存文献をすべて集めて，その情報をまとめ，上記の観点から考察する．つ

いで，既存文献から，あるいは地方のナチュラリストからの情報，各地域で自然に関心の

ある人たちから生息に関する情報を収集し，それをもとに現地調査を行う．さらには，調

査員のこれまでのコウモリ調査の経験から，生息していると考えられる場所でも現地調査

を行う．これらすべての生息情報に基づいて，奈良県でのコウモリ相のまとめと特徴につ

いて述べる．また，県全体の生息状況の考察を行い，今後の課題をさぐる． 
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３．調査手法 
文献調査では，既存文献からの情報をすべて１km 四方の基準地域メッシュ（以下「３

次メッシュ」とする）コードを記入したカード（図１）にまとめ，それに基づいて奈良県

のコウモリ相について表１（P.14～16）に整理した． 
現地調査では，夏季にカスミ網調査を行い，主に冬季に洞窟調査を行った．カスミ網調

査は，樹洞棲息性コウモリの生息状況を把握するために，樹洞が多くある大木の多数存在

する原生林内で，コウモリが飛翔すると思われる場所に夜間カスミ網を設置し，捕獲され

るコウモリの種を確認した．また，洞窟調査は，情報を得た鍾乳洞や廃鉱などの全洞窟内

の調査を行った．それらの調査の結果得られた生息状況について，その情報を，３次メッ

シュコードを記入したカード（図２）に残し，生息情報を表２（P.17～19）にまとめた． 
１９９５年以前に生息情報があった場所（黄色）と今回の調査結果から得た情報を含む

１９９８年以降に生息情報があった場所（緑色）を区別し，洞窟棲息性コウモリは種毎に，

樹洞棲息性コウモリはまとめて，図（p.21～29）で示した． 
さらに，コウモリ類の超音波を人の耳に聞こえる周波数に下げる器機であるバットディ

テクターを用いて，コウモリ類の鳴き声調査も行い，その結果も表３（P.20）にまとめ，

現地調査の参考にした．  
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図１．既存文献情報を記入したカード 
（表面） 

 
（裏面） 

 
図２．現地調査情報を記入したカード 
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（表面） 

 
（裏面）
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第２部 調査結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．調査結果 
（１）既存文献調査 
合計 20 の文献を調べた．もっとも古い文献は，1889 年発刊の雑誌に掲載されている

ものであるので，生息記録としては，発刊年よりも古いであろう．その後，奈良県から

のコウモリ類の記録はしばらく見られず，60 数年後の当時の奈良学芸大学の学生による

生息記録まで間が空く．その後もコウモリ類の記録としては空白の時代が続くが，1970
年になり，少しずつだが，記録が報告されるようになる． 
既存文献から得られた生息記録は，14 市町村，42 か所（洞窟を含む），延べ 69 回の

調査報告から，12 種のコウモリ類の生息が明らかになった（P.14～16 表１参照）．記録

が多かったのは，キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，ウサギコウモリ，アブ

ラコウモリであり，次いでモモジロコウモリ，ユビナガコウモリであった．このうち，

アブラコウモリは人家周辺を生息場所にするので人の目につきやすいコウモリであり，

あとはウサギコウモリを除くと，洞窟を昼間の隠れ家（生息場所，ねぐら）にするコウ

モリ類である．残り半分の６種は樹洞を昼間の隠れ家にするコウモリであり，１回のみ

の記録であった．これらは，樹洞のある原生林が奈良県では非常に少ないこと，および

積極的にこれらコウモリ類の調査が行われなかったことに因るものと思われる．いずれ

にしても，奈良県において，コウモリ類がほとんど調べられていなかったということに

なる． 
特に希少種の生息情報は，1970 年代より報告されはじめている．すなわち，国際生物

学事業計画による上北山村の調査（Kobayashi ら，1970 コウモリ調査担当；前田）に

よって，ヒメホオヒゲコウモリ，モリアブラコウモリ，ヒナコウモリといった樹洞を隠

れ家にするコウモリ類の生息が確認され，さらにその後，樹洞棲息性コウモリ類の調査

（前田，1993）によって，クロホオヒゲコウモリ，コテングコウモリの生息が確認され

た．つまり，コウモリ類は積極的な調査を行わなければ，そのファウナ（動物相）さえ，

判明しない動物群ということになる． 
また，これらの文献に載っている洞窟などで，現在では洞窟自体が消失しているもの，

環境が大きく変わり，今ではまったくコウモリが住む面影のない洞窟も８箇所あった．

さらに，入口が改変され，また，観光洞になったために洞内に照明が導入され，それが

コウモリに与える影響が懸念される洞窟もいくつかある．さらには，沢田（1999）によ

ると，種不明ながら，奈良市にある高射砲陣地の長い地下壕に 1949～1950 年頃にはコ

ウモリの姿が見られたそうである．ついで，同市の防空壕にも 1950 年頃にコウモリが

いたという．また，この頃，同市の導水路にも時々コウモリの姿が見られたという． 
洞窟内での生息個体数で 50 頭を越える記録があったのは，わずか１つであり，それ

は奈良市の調査地点Ｅであり，1957 年ころ道路付け替え工事で消滅したという（沢田，

1999）．なお，これらの文献には，生息個体数が記されていない（多くは，捕獲個体数

が述べられている）が，コウモリ類の内部寄生虫の研究をしていた沢田勇氏が最近，か 

つてのコウモリ類の生息状況をまとめている（沢田，1994）．それによると，10～100
頭が見られた洞窟は，天理市の調査地点Ａ（ユビナガコウモリ），西吉野村の調査地点
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Ｂ，東吉野村の調査地点Ａ（以上，コキクガシラコウモリ），また，100～1000 頭未満

が見られたのは，上北山村の調査地点Ｃ（コキクガシラコウモリ）のただ１つであった． 
 
（２）聞き取り調査 
 未発表の現地調査情報について聞き取り調査したが，これらはいずれも 1998 年以降

と新しいので，以下の現地調査とあわせてまとめた． 
 
（３）現地調査 
合計 15 市町村 40 メッシュ（３次メッシュ），延べ 70 日間かけて生息調査を行った（表

２）．そのうち，18 日はカスミ網を用いた捕獲調査であり，空中での目視調査は２日間

であり，残りの 50 日間は洞窟へ入っての生息実態調査であった． 
 
ア．夏季調査 
・カスミ網調査 
  原生林内にカスミ網を延べ調査日数 18 晩，合計 97 ヶ所，203 枚設置した結果，

７種 40 個体が確認された．竿を支柱にして，１ヶ所につき２枚から３枚のカス

ミ網を設置したが，同じ種が多く捕獲される場合などは，コウモリの生息環境へ

の影響を勘案し，調査を切り上げるなどした． 
  また，97 ヶ所のうち，野迫川村調査地点 C，上北山村調査地点 E，同 F，同 G，

及び川上村調査地点 E，同 F については，原生林の端という環境であるが，カス

ミ網を設置したもののコウモリは捕獲されなかった． 
 
・バットディテクターによる音声聞き取り調査 

バットディテクターによる音声の聞き取り調査結果は表３（P.20）にまとめた

が，７市町村 15 ヶ所（16 メッシュ），延べ 23 日になる． 
コウモリは，種によって発する超音波の周波数が異なるため，バットディテク

ターにより種を把握しようとするものである．種ごとの周波数については参考

（P.13）に示すが，警戒時や，コウモリ同士のコミュニケーション時など，条件

によっては周波数を変えるため，種の特定にあたっては注意を要する.  
ヤマコウモリの可能性が高いと推測される 22kHZ くらいの音声が９ヶ所，の

べ 12 回記録されたが，ヒナコウモリである可能性も否定できない．天川村の調

査地点Ｉでの飛翔目撃個体（2003．10．26）は，ヤマコウモリの可能性が非常に

高い．もっともこれらのコウモリのカスミ網による捕獲を何度も試みたのである

が，１頭も捕獲できなかった． 
また，同調査地点Ｉで，常時 14kHZ で鳴きながら飛翔しているコウモリの捕

獲も特別に試みたが，結果は捕獲できず，種は正確には不明であったが，大宇陀

町でも同様の鳴き声が聞かれており，オヒキコウモリという奈良県では未記録の

種の可能性が高いと推測される． 
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イ．冬季調査 
・洞窟調査 

コウモリ類は本来群れ生活をする習性があり，100 頭を越える群れで洞内に生

息することが知られている． 
しかし，奈良県で 50 頭を越える群れが見られたのは，東吉野村の調査地点A，

川上村の調査地点Ｂ，同調査地点Ｄ，上北山村の調査地点Ｅ，下北山村の調査地

点A，西吉野村の調査地点A，同Ｂの合計７洞窟に過ぎない．

また，表２（P.17～19）からも明らかなように，100 頭が見られる洞窟でも，

それが常時利用されているわけではなく，特に冬季にのみ，多数の個体が確認さ

れている．これらの洞窟は，冬眠のための利用であり，これらの個体群が繁殖期

にはどこの洞窟を利用するかについては，ユビナガコウモリ以外については，ま

ったく不明である． 
 

生息調査において，12 種のコウモリが確認された（表２参照）．文献調査での確認種

数と同じであるが，前回確認されたヒメホオヒゲコウモリは，今回確認されず，これま

で記録のなかったノレンコウモリが今回新たに確認された．したがって，奈良県におけ

るコウモリ相は 13 種ということになった． 
 なお，今回は，環境省における自然再生事業の一環として，上北山村でのコウモリ相

調査が行われており，この調査でこれまで奈良県で確認されたことがなかったヤマコウ

モリが見つかったという．したがって，奈良県での確認コウモリ種数は 14 種となり，

前述のオヒキコウモリが確認されれば，15 種ということになる．これは紀伊半島に位置

する三重県の９種，和歌山県の 10 種，および大阪府，京都府，滋賀県，兵庫県など他

の近畿地方の近隣県のコウモリ確認種数（いずれも１桁の確認種数）よりも現時点では

多い． 
 

（４）考察 
ア．樹洞棲息性コウモリ 

樹洞を昼間の隠れ家にするコウモリ類は，樹洞が多くある大木の多数存在する原生

林にその分布が限られる．  
その調査は，夜間にコウモリ類が飛翔すると思われる場所にカスミ網をしかけて，

そこに待機するしか調査法はなく，効率が非常に悪い．まず，鳥のように朝に網をみ

まわればよいというわけにいかない，すなわち網の前に待機しないと，もし網にかか

っても網をすぐに破って逃亡するのである．また，網の近くを飛翔しても通常は網の

場所がコウモリ類の発する超音波によって見破られて，網を避けるのである．したが

って，樹洞棲息生コウモリの情報収集は，そもそも困難である． 
図６（p.27）はそのようなコウモリ類の確認結果をまとめたものである．香芝市の

調査地点Ａを除き，いずれもその確認地点は大峰山系，大台ケ原山系，伯母子山系に

7 



限られている．それも少し原生林の中心部をはずれた場所では全く生息を確認できて

いない． 
したがって，このようなコウモリ類の分布は奈良県のごく一部の原生林が一定以上

の面積で残されている地域ということになる．もっとも，これら生息地である原生林

がこのまま残されるということならば，今後調査を継続すると，これらの確認地点よ

りは増えると思われるが，このような調査に困難が伴うこと，効率が悪いために調べ

る人がほとんどいないという問題があげられる． 
ウサギコウモリの確認地点を図５（p.26）に示したが，この種は本来樹洞を昼間の

隠れ家にするコウモリであり，樹洞が多くみられる原生林では，樹洞を利用し，洞窟

や家屋は利用しない．しかし，上北山村の調査地点Ａの１例を除き，これら確認地点

は，樹洞以外の隠れ家を利用していた例である．  
テングコウモリも本来は樹洞を昼間の隠れ家にするコウモリであるが，このような

コウモリ類の中では比較的環境変化への順応性が高いのか，適当な樹洞がなくても，

ちょっとした樹皮の下とか，枝の下に昼間に潜んでいる可能性があり，また大きな群

れでなくても生息していると考えられる．したがって，周辺に大木や樹洞があまりな

い地域でも時々見られる．そして，早春から晩春にかけて洞窟を利用するのが知られ

つつある（阿部・前田，2004）ので，香芝市の例は１例と考えられる． 
しかし，ウサギコウモリやテングコウモリのように環境の変化に強いコウモリは例

外で，コウモリ類の分布域は，原生林が残されている，ごく限られた地域に限定され

ている．これ以上の原生林の減少は，生息個体数の減少につながる可能性が高い． 
このような樹洞棲息性コウモリ類の中で気になることがある．それは，かつて 1969

年に上北山村から一度に８頭という記録のあったヒメホオヒゲコウモリが，本調査及

び前述の自然再生事業のコウモリ調査でも確認されなかった．  
1969 年には多数が群れ飛んでいたため，８頭もが同時に捕獲されたと思われる．

当時の調査より 30 数年経て，何か環境に変化が起き，このコウモリの個体数が激減

している，あるいはすでに絶滅してしまったことなどが想像されるが，詳細は不明で

あり，今後の調査が待たれる次第である． 
 

イ．洞窟棲息性コウモリ 
洞窟を利用するコウモリ類４種（キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，モ

モジロコウモリ，ユビナガコウモリ）の確認地点を，文献調査からのもの（黄色で示

す，1995 年以前）と今回の調査のもの（緑色で示す，1998 年以後）を図１～４（p.22
～25）に市町村別に示した． 

これらによると，県中南部からは，今回の調査で初めて生息が確認された洞窟がい

くつも見られるが，奈良市，天理市といった県北部からの生息が今夏は確認されてい

ないことがわかる．すなわち，県北部の自然環境がコウモリ類の生息にとって悪化し

ている，あるいは消失してしまっている可能性が示唆される．具体的には，コウモリ

の生息地である森林の周辺部において，住宅地が以前よりも拡大し，しかも，まとま
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った面積をもって広がることにより，森林面積が縮小し，エサ場がなくなるなどの環

境変化や，また，隠れ家である洞窟そのものが消失するなどの影響を受けていると考

えられる．しかし，同じ洞窟棲息性でもオヒキコウモリなどは飛翔性が高いため，エ

サ場を他の場所に求めることが可能なため，他種と比べると自然環境の悪化に対応で

きるコウモリもいる． 
 

ウ．その他 
図８（p.29）にアブラコウモリの確認地点をまとめたが，今回の調査では，基本的

に本種を対象からはずした．本種は，これまで述べた種とは異なり，家屋を昼間の隠

れ家にするコウモリであり，逆に，人が住む集落がないところには生息しないという

傾向が知られている．このことから，本種は奈良盆地の全域に広く分布することが想

像されるが，どの程度集落が存在すると本種が生息可能なのかについては，考察の資

料が乏しい．したがって，今後の詳細な本種の分布調査が待たれる． 
 

（５）今後の課題 
洞窟棲息性コウモリが確認された洞窟は鉱山の廃鉱がほとんどであり，自然の鍾乳洞

では１か所のみである．これは鍾乳洞が観光開発され，洞内に電灯が灯されるなどの洞

内の環境が変化したことによる影響を受けた為だと考えられる．なお，鉱山の廃鉱も崩

落や，危険防止のための入口の閉鎖が容易に起こりえるので，コウモリ類の保護のため

には，早い対処が望まれる． 
コウモリには，繁殖時期に移動をする種がおり，初夏の調査が必要である．例えば，

下北山村で冬眠するユビナガコウモリのうち，出産・子育てするメスのみは， 72 キロ

メートルも離れた和歌山県白浜町にすべて移動し，そこで，出産・子育てをすることが

明らかになった（井上ら，2004）．さらに，奈良県南部からのすべての出産メスが白浜

町に移動するものと想像されるが，これについてはまだ確認されていない．また，白浜

町でひとり立ちし，自分で飛翔可能になった幼獣がどのように，紀伊半島各地に分散や

移動するかについては不明であるが，白浜町で育った一部の幼獣が冬季に下北山村の洞

窟に飛来していることは，今回の調査で確認された． 
図７（p.28）にこれまでのコウモリ類の確認地点を文献調査からの 1995 年以前のも

の（黄色）と今回の調査のもの（緑色）に市町村別にまとめて示した．これによると，

コウモリ類の確認地点がやはり中南部にかたよっており，北部では少なく，なかには絶

滅している種もあるのではないかと考えられる．  
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２．まとめ 
 
（１）今後のコウモリ類の保護を考える上において，情報不足が著しい奈良県における

コウモリ相，それらの生息状況を明らかにすること，およびコウモリ類が生息・利

用している洞窟や自然環境の実態を把握することを目的として，今回の調査を行っ

た． 
（２）調査は既存文献を収集し，まとめて分析すること，その文献にある生息地，およ

びその後の聞き取り調査によって判明した生息地，および調査員の経験により生息

の可能性が高い場所での現地調査を行い，それを分析することで行われた．なお，

1998 年以降の聞き取り調査による情報は，すべてごく最近の現地調査に基づくもの

であるので，あわせて，今回の現地調査に含めてまとめ，分析した．また，コウモ

リ類の超音波を人の耳に聞こえる周波数に下げる器機であるバットディテクターを

用いて，コウモリ類の鳴き声調査も行い，その結果もまとめられ，現地調査の参考

にされた． 
（３）既存文献調査では，20 の文献が収集され（最後の文献欄参照），14 市町村，42

か所，延べ 69 回の調査がそれらに含まれており，それを詳細に分析した（表１）．

現地調査（1998 年以降のすべて）では，合計 15 市町村，40 メッシュ（３次メッシ

ュ），延べ 70 日間の生息調査が行われ，その結果を分析した（表２）．またバット

ディテクター調査では 16 メッシュから 23 の生息情報を集め，現地調査の補足情報

とした． 
（４）奈良県内で報告のあったコウモリ類の種数（コウモリ相）は，キクガシラコウモ

リ，コキクガシラコウモリ，モモジロコウモリ，ユビナガコウモリ，ノレンコウモ

リ，ヒメホオヒゲコウモリ，クロホオヒゲコウモリ，ヒナコウモリ，モリアブラコ

ウモリ，ウサギコウモリ，テングコウモリ，コテングコウモリ，アブラコウモリの

13 種となった． 
ただし，環境省の自然再生事業の今年の調査結果も含めると，ヤマコウモリが加

わり，14 種．また，鳴き声からのみであるので，正確さに欠けるが，オヒキコウモ

リも奈良県に生息するようであるので，これを含めると 15 種ということになり，

近畿地方でもっとも確認種数の多い県となる． 
（５）既存文献，および沢田（1994）によると，洞窟内で 50 頭を超えるような多数個

体が確認されたのは，５つの洞窟のみであったが，今回の調査では，これらのうち

２つの洞窟で生息が確認されなくなった，あるいは洞窟が消失し，この代わりに新

たに４洞窟で多個体が確認され，合計７洞窟で多数のコウモリが利用しているのが

明らかになった． 
ただし，これらはいずれも冬季の冬眠期であり，繁殖期の多数個体の利用場所は

１箇所も明らかになっていない． 
（６）かつては県北部での洞窟棲息性コウモリの生息が知られていたが，今回のコウモ

リ類調査から，県北部ではコウモリ類の確認はなく，これらの場所では利用洞窟が

10 



消失した，あるいは周辺を含めて自然環境が悪化してしまった可能性が考えられる．

したがって，コウモリ類が確認されたのが，県中南部にかたよってしまったという

結果になった． 
しかし，県北東部の調査が今回は不十分であったので，今後の更なる調査によっ

ては，これらの分布がもう少し広がる可能性もあると思われる． 
（７）樹洞棲息性のコウモリ類は，原生林が一定面積以上残されている大台ケ原山系，

大峰山系，伯母子山系でしか確認できず，原生林の端にあたる地点では確認できな

かった．  
もっとも，本来は樹洞を昼間の隠れ家にするが，環境の変化に強く，樹洞でなく

ても洞窟などを一時的に隠れ家に利用することができるウサギコウモリとテングコ

ウモリはむしろ例外であり，そのような地域以外でも見つかってはいる． 
したがって，これらのコウモリ類の分布域は原生林が残されているごく限られた

地域に限定されており，それ以外の地域ではほとんど確認されていないので，これ

以上原生林の破壊（他の環境要因の変更も考えられるが）が続けば，絶滅の恐れさ

えあると思われる．このような中でもっとも注目されるのは，かつて 1969 年に上

北山村から一度に８頭という記録のあったヒメホオヒゲコウモリが，今回は確認さ

れなかったことである．1969 年には多数が群れ飛んでいた，したがって，８頭もが

同時に捕獲されたと思われる．しかし，今回の数回の調査（環境省自然再生事業含

む）でかつての確認種が今回も確認されている（環境省自然再生事業含む）のに，

本種が１頭も捕獲されないのはどのような理由によるものか，解明したいものであ

る．かつての調査より 30 数年経て，何か環境に変化が起き，このコウモリの個体

数が激減している，あるいはすでに絶滅してしまったことなどが想像されるが，詳

細は不明であり，今後の調査が待たれる次第である． 
（９）今回の調査で，ついに奈良県はコウモリ相がかなり判明している北海道，青森県，

岐阜県，長野県などと並ぶコウモリ先進県ということになった．したがって，各県

レベルで専門家を含む調査を本格的にやれば，コウモリ相はかなり判明してくると

いえよう． 
（１０）今後の課題としては，繁殖期の個体群の移動や，また，季節やエサ場の条件，

洞窟の環境などの変化により分布が変化することを把握する必要があるため，通年

調査の実施が必要である．  
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１．集計表 
表１．文献による奈良県におけるコウモリ類の分布まとめ 
表２．現地調査による奈良県におけるコウモリ類の分布まとめ 

  表３．バットディテクター調査による奈良県におけるコウモリ類の分布まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考．コウモリ類の発する超音波の周波数について 

１．周波数を飛翔途中でほとんど変えない種 

・音の特徴は「ピポピポ」 

（１）キクガシラコウモリ・・・６８ｋＨｚ前後（６５～７５ｋＨｚ） 

（２）コキクガシラコウモリ・・１１０ｋＨｚ前後（１０５～１１５ｋＨｚ） 

 

２．周波数を飛翔途中で大きく変える種 

・音の特徴は「タッタッタッ」 

（１）比較的低い超音波をもっぱら発する種 

① ２０～２３ｋＨｚと一瞬に変える．ヤマコウモリと推測される． 

② ２２～３０ｋＨｚと一瞬に変える．ヒナコウモリと推測される． 

（２）もっとも低い超音波を発する種 

１４～２０ｋＨｚ．オヒキコウモリと推測される． 

（３）大半の種（奈良県に生息する上記以外の種） 

２５～１００ｋＨｚと一瞬に変える． 

 

※ただし，上記はあくまで参考であり，条件によっては，上記以外の音も発するので，注意を要

する．上記は，主にコウモリがエサをとる時に発する超音波の周波数であり，警戒時や，コウモ

リ同士のコミュニケーション時などの周波数はそれと異なる． 
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表1．文献による奈良県におけるコウモリ類の分布まとめ（種名欄の数値は観察個体数を示す）

キクガシラ
コウモリ

コキクガシ
ラコウモリ

モモジロ
コウモリ

ユビナガ
コウモリ

ヒメホオヒ
ゲコウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

モリアブラ
コウモリ

ヒナコ
ウモリ

ウサギコ
ウモリ

テングコ
ウモリ

コテング
コウモリ

アブラコ
ウモリ

市町村名 調査箇所 0240 0250 0300 0472 0330 0340 0380 0450 0470 0490 0500 0370

調査地点Ａ 洞窟* 1957 3 1,2 1,2
調査地点Ｂ 洞窟* 1957 3 1,2
調査地点Ｃ 洞窟* 1957 3 1,2 1,2
調査地点Ｄ ？ 1953/6/29 2 1

1953 3,18 少 50 300冬
1953/10/31 4 1

1957 3 2,300
1958/6 18 10,20 数

調査地点Ｆ 洞窟* 1965/7/6 13 1
調査地点Ｇ 洞窟* 1953秋 18 数

1992/8/20 15 2
1992/9/2 15 3
1992/10/24 15 1
1992/12/7 15 1
1992/12/9 15 1

調査地点Ｉ 1992/10/11 15 3
調査地点Ｊ 1991/12/5 15 45
調査地点Ｋ 1992/10/24 15 数
調査地点Ｌ 1992/6/26 15 多
調査地点Ｍ 1992/10/24 15 数
調査地点Ｎ 1992/10/29 15 1
調査地点Ｏ 1992/10/24 15 4

大和高田市 調査地点Ａ 1992/9/10 15 多
大和郡山市 調査地点Ａ 1991/7/3 15 50

1967/7/1 6,13 8
1967/7/15 13 2

香芝市 調査地点Ａ 洞窟 2003/03/29 19 1 5
大宇陀町 調査地点Ａ 家屋 1993/8/24 16 1
菟田野町 調査地点Ａ 洞窟* 1967/10/7 6,12 1?

調査地点Ａ 洞窟 1983/5/21 11 2 1
調査地点Ｂ 洞窟 1983/11/8 11,12 1 2

※種コードは，平成９・10年度「種の多様性調査」における 「種の多様性調査（動物分布調査）対象種コード」による．

出典
文献
番号

調査地点名
環境 年月日

奈良市

天理市

西吉野村

洞窟*

1
3

種名（種コード）

調査地点Ａ

調査地点Ｈ

調査地点Ｅ



表1．（つづき）

キクガシラ
コウモリ

コキクガシ
ラコウモリ

モモジロ
コウモリ

ユビナガ
コウモリ

ヒメホオヒ
ゲコウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

モリアブラ
コウモリ

ヒナコ
ウモリ

ウサギコ
ウモリ

テングコ
ウモリ

コテング
コウモリ

アブラコ
ウモリ

市町村名 調査箇所 0240 0250 0300 0472 0330 0340 0380 0450 0470 0490 0500 0370

1978/11/5 8.9 1
1979/3/18 8 1
1979/11/14 6,8.9 1 1
1983/12/14 11,12 2 1
1967/4/2 6,12 1?
1979/11/14 8,12 1
1983/12/14 11,12 1
1978/11/5 8,9 2
1983/12/14 11 1

調査地点Ｄ 洞窟 1967/4/2 6,12 1?
1957 3 ?

1956/9/19 3 2
1966/10/5 6 1?
1979/3/18 8 2

調査地点Ｆ 洞窟 1956/9/19 3 3
調査地点Ｇ 洞窟 1983/8/4 11 2
調査地点Ｈ ？ 1889？ 1 2

野迫川村 調査地点Ａ 森林 1992/9/17 15 1
十津川村 調査地点Ａ 洞窟 ？ 10 1

調査地点Ａ 1969/8/16 5 8 2 10 7
調査地点Ｂ 1991/9/23 15 1 2 1

1983/4/5 11,12 1
1983/4/29 11 1 8 1
1983/5/22 11,12 10
1983/9/14 11 4
1983/11/16 11,12 2 9 1 2
1983/12/4 11,12 1 7
1984/5/27 12 6
1984/7/5 11 6

調査地点Ｄ 洞窟 1983/1/16 11,12 2

出典
文献
番号

種名（種コード）

環境 年月日

調査地点Ｃ

調査地点Ｃ

天川村

上北山村

調査地点名

洞窟

調査地点Ｅ

調査地点Ａ 洞窟

調査地点Ｂ 洞窟

洞窟

森林

1
4

洞窟



表1．（つづき）

キクガシラ
コウモリ

コキクガシ
ラコウモリ

モモジロ
コウモリ

ユビナガ
コウモリ

ヒメホオヒ
ゲコウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

モリアブラ
コウモリ

ヒナコ
ウモリ

ウサギコ
ウモリ

テングコ
ウモリ

コテング
コウモリ

アブラコ
ウモリ

市町村名 調査箇所 0240 0250 0300 0472 0330 0340 0380 0450 0470 0490 0500 0370

1978/10/22 8,9 ?
1979/11/23 8,12 1 1
1983/1/14 11,12 1 1 1
1983/2/7 13 1

調査地点Ｂ 洞窟* 1978/10/22 8,9 数
東吉野村 調査地点Ａ 洞窟 1983/9/9 11 5
奈良県 ？ 1952/4/30 7 ?
奈良県 ？ ？ 14 ○
*　現地調査時において，環境激変，洞窟消失

出典
文献
番号

種名（種コード）

調査地点名
環境 年月日

川上村 調査地点Ａ 洞窟

1
5



表２．現地調査による奈良県におけるコウモリ類の分布まとめ（種名欄の数値は確認個体数を示す）

キクガシラ
コウモリ

コキクガシ
ラコウモリ

モモジロ
コウモリ

ユビナガ
コウモリ

ノレンコ
ウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

モリアブラ
コウモリ

ヒナコ
ウモリ

ウサギコ
ウモリ

テングコ
ウモリ

コテング
コウモリ

アブラコ
ウモリ

市町村名 調査箇所 0240 0250 0300 0472 0360 0340 0380 0450 0470 0490 0500 0370

奈良市 調査地点Ｈ 2004/02/08 洞窟 前田
大和郡山市 調査地点Ｂ 2001/11/01 目視 数 丸山
天理市 調査地点Ｂ 2004/02/08 洞窟 前田
桜井市 調査地点Ａ 2003/10/27 洞窟 20 180 前田
御所市 調査地点Ａ 1999/11/27 洞窟 1 井上

2004/02/08 2 前田
2004/02/22 10 中井

調査地点Ｂ 2001/11/01 目視 ? 丸山
大宇陀町 調査地点Ｂ 2003/08/20 洞窟 1 前田

1999/11/27 165 1 4 4 1 井上
2002/01/04 474 162 1 2 井上
2003/10/27 139 11 16 前田

調査地点Ｂ 2003/10/27 洞窟 124 1 井上
調査地点Ａ 1998/04/11 洞窟 4,5 1,2 1,2 井上

1998/04/11 1 1 井上
1999/11/27 3 井上
2003/11/02 1 井上
1998/04/11 4 4 1,2 1 井上
1999/11/27 2 2 井上
2003/11/02 1 井上

調査地点Ｄ 1998/04/11 洞窟 1 井上
調査地点Ｅ 2002/01/04 洞窟 3 1 井上

2003/09/14 2 2 17 前田
2003/10/09 前田
2003/10/12 前田
2003/10/26 前田
2003/11/07 前田
2003/10/03 1 2 1 前田
2003/10/09 前田

※種コードは，平成９・10年度「種の多様性調査」における 「種の多様性調査（動物分布調査）対象種コード」による．

調査年月日
調査
手法

洞窟

洞窟

ｶｽﾐ

ｶｽﾐ調査地点Ｊ

天川村
調査地点Ｂ

調査地点Ａ

確認者

種名（種コード）

洞窟

洞窟

調査地点名

調査地点Ｃ

調査地点Ｉ
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西吉野村

香芝市 調査地点Ａ



表２．（つづき）

キクガシラ
コウモリ

コキクガシ
ラコウモリ

モモジロ
コウモリ

ユビナガ
コウモリ

ノレンコ
ウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

モリアブラ
コウモリ

ヒナコ
ウモリ

ウサギコ
ウモリ

テングコ
ウモリ

コテング
コウモリ

アブラコ
ウモリ

市町村名 調査箇所 0240 0250 0300 0472 0360 0340 0380 0450 0470 0490 0500 0370

調査地点Ａ 2003/09/08 ｶｽﾐ 7 前田
調査地点Ｂ 2003/09/26 ｶｽﾐ 4 前田
調査地点Ｃ 2003/08/18 ｶｽﾐ 前田
調査地点Ｂ 2003/10 洞窟 3 前田
調査地点Ｃ 2003/06/30 ｶｽﾐ 前田

1998/03/07 14 1 5000 井上
1998/03/30 5 3 9 1 井上
2001/12/28 20 8000 井上
2003/09/09 2 前田
2003/09/28 7 2 5 前田
2003/10/11 8 3 7 前田
2003/10/25 3 200 前田
2003/11/01 2 2 2 50 1 井上

調査地点Ｂ 2004/02/16 洞窟 1 2 7 中井
調査地点Ｃ 1998/03/30 洞窟 2 3 2 井上
調査地点Ｄ 2000/04/22 洞窟 2 関根
調査地点Ｅ 1998/08/29 ｶｽﾐ
調査地点Ｂ 2003/09/18 ｶｽﾐ 3 前田

1998/03/21 250 井上
1999/12/11 2 432 1 1 井上
2003/10/11 2 80 前田
2003/11/29 2 656 1 3 前田

調査地点Ｅ 2003/09/05 ｶｽﾐ 前田
調査地点Ｆ 2003/06/29 ｶｽﾐ 前田
調査地点Ｇ 2003/08/20 ｶｽﾐ 前田

種名（種コード）

確認者

調査地点Ｃ 洞窟

野迫川村

下北山村 調査地点Ａ

調査地点名

洞窟

十津川村

上北山村

調査年月日
調査
手法

1
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表２．（つづき）

キクガシラ
コウモリ

コキクガシ
ラコウモリ

モモジロ
コウモリ

ユビナガ
コウモリ

ノレンコ
ウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

モリアブラ
コウモリ

ヒナコ
ウモリ

ウサギコ
ウモリ

テングコ
ウモリ

コテング
コウモリ

アブラコ
ウモリ

市町村名 調査箇所 0240 0250 0300 0472 0360 0340 0380 0450 0470 0490 0500 0370

1998/03/07 21 71 1 井上
1999/12/11 17 8 1 1 井上
2001/12/28 16 5 井上
2003/01/14 20 多 10 1 2 中井
2003/02/15 27 75 1 1 1 中井
2003/06/27 1 前田
2003/11/29 25 2 前田
2004/02/18 23 75 1 1 中井

調査地点Ｂ 2003/06/27 洞窟 前田
1998/03/21 45 井上
2004/02/25 150 中井

調査地点Ｄ 2003/10/02 洞窟 1 前田
調査地点Ｅ 2003/06/27 ｶｽﾐ 前田
調査地点Ｆ 2003/09/28 ｶｽﾐ 前田
調査地点Ｇ 2003/10/02 ｶｽﾐ 1 1 2 1 前田

東吉野村 調査地点Ａ 1998/04/11 洞窟 2 250 1 井上

1
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調査地点名
調査年月日

調査
手法

種名（種コード）

確認者

調査地点Ａ

調査地点Ｃ

洞窟

洞窟

川上村
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表３．バットディテクター調査による奈良県におけるコウモリ類の分布まとめ

調査地点名
調査年月日

周波数
確認者

市町村名 調査箇所 14kHz 22kHz 45kHz

五條市 調査地点Ａ 2003/06/30 多数 前田
2003/08/18 少数 前田

大宇陀町 調査地点Ｃ 2003/10/27 多数 前田
吉野町 調査地点Ａ 2003/06/27 多数 前田

2003/06/29 少数 前田
調査地点Ｂ 2003/06/27 少数 前田

天川村 調査地点Ｉ 2003/10/09 多数 前田
2003/10/12 多数 前田
2003/10/26 多数 多数 前田
2003/11/07 多数 多数 多数 前田

十津川村 調査地点Ｃ 2003/06/30 多数 前田
上北山村 調査地点Ｅ 2003/09/05 少数 前田

調査地点Ｆ 2003/06/29 １回 ３回 前田
調査地点Ｇ 2003/08/20 ５回 前田

川上村 調査地点Ｅ 2003/06/27 ３回 前田
調査地点Ｆ 2003/09/28 ４回 前田
調査地点Ｈ 2003/06/29 多数 前田

2003/08/20 多数 前田
調査地点Ｉ 2003/06/29 少数 前田
調査地点Ｊ 2003/06/27 多数 前田

2003/06/29 少数 前田
調査地点Ｋ 2003/06/27 少数 前田
調査地点Ｌ 2003/06/27 多数 前田



 ２．分布図 
図１．奈良県におけるキクガシラコウモリの分布図 
図２．奈良県におけるコキクガシラコウモリの分布図 
図３．奈良県におけるモモジロコウモリの分布図 
図４．奈良県におけるユビナガコウモリの分布図 
図５．奈良県におけるウサギコウモリの分布図 
図６．奈良県における樹洞棲息性コウモリの分布図（ウサギコウモリを除く） 
図７．奈良県におけるコウモリ類全種の分布図（アブラコウモリを除く） 
図８．奈良県におけるアブラコウモリの分布図 
 

分布図凡例解説 

 

１９９５年以前に 

生息情報があった市町村 

 
     １９９８年以降に 

     生息情報があった市町村 

 
〔奈良県市町村区域図〕
  

（2004.3） 
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図１．奈良県におけるキクガシラコウモリの分布図                   

１９９５年以前の生息情報 
 

１９９８年以降の生息情報 
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図２．奈良県におけるコキクガシラコウモリの分布図 

１９９５年以前の生息情報 

１９９８年以降の生息情報 
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図３．奈良県におけるモモジロコウモリの分布図 

１９９５年以前の生息情報 

１９９８年以降の生息情報 
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図４．奈良県におけるユビナガコウモリの分布図 

１９９５年以前の生息情報 

１９９８年以降の生息情報 
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図５．奈良県におけるウサギコウモリの分布図 

１９９５年以前の生息情報 

１９９８年以降の生息情報 
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図６．奈良県における樹洞棲息性コウモリの分布図（ウサギコウモリを除く） 

１９９５年以前の生息情報 

１９９８年以降の生息情報 
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図７．奈良県におけるコウモリ類全種の分布図（アブラコウモリを除く） 

１９９５年以前の生息情報 

１９９８年以降の生息情報 
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図８．奈良県におけるアブラコウモリの分布図 

１９９５年以前の生息情報 

１９９８年以降の生息情報 
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３．写真 
 （１）ヒナコウモリ     ・・・ 天川村調査地点Ｉ（２００３．９） 
 （２）モリアブラコウモリ  ・・・ 天川村調査地点Ｉ（２００３．９） 

（３）クロホオヒゲコウモリ ・・・ 野迫川村調査地点Ａ（２００３．９） 
 （４）キクガシラコウモリ  ・・・ 西吉野村調査地点Ａ（２００３．１０） 
 （５）コキクガシラコウモリ ・・・ 西吉野村調査地点Ｂ（２００３．１０） 
 （６）テングコウモリ    ・・・ 香芝市調査地点Ａ（２００４．２） 

（７）コテングコウモリ   ・・・ 天川村調査地点Ｉ（２００３．１０） 
 （８）ユビナガコウモリ   ・・・ 下北山村調査地点Ａ（２００３．１１） 
 （９）入り口が塞がれ、コウモリが入れなくなった鍾乳洞 
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（１）ヒナコウモリ             天川村調査地点Ｉ（２００３．９） 

 

  
 
（２）モリアブラコウモリ          天川村調査地点Ｉ（２００３．９） 
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（３）クロホオヒゲコウモリ       野迫川村調査地点Ａ（２００３．９） 
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（４）キクガシラコウモリ        西吉野村調査地点Ａ（２００３．１０） 

 

 
（５）コキクガシラコウモリ      西吉野村調査地点Ｂ（２００３．１０） 
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（６）テングコウモリ          香芝市調査地点Ａ（２００４．２） 
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（７）コテングコウモリ  

 

 
（８）ユビナガコウモリ       下北山村調査地点Ａ（２００３．１１）
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 （９）入り口が塞がれ、コウモリが入れなくなった鍾乳洞 
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